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安曇野髙橋節郎記念美術館へ出掛けませんか
問安曇野髙橋節郎記念美術館（481・3030 682・0551）

３/22
（土）

３/21～
（金）

早春邦楽演奏会

美術館の敷地にある伝統家屋の主
お も や

屋で尺八・箏
こと

・三
さんげん

弦
の演奏会を行います。

皆さんのご来場をお待ちしています。
●日時　3 月 22 日（土）午後 2 時～ 3 時

開場 1 時 30 分～
●場所　美術館　主屋
●演奏者　両角昌

まさゆき

幸さん（尺八）
　　　　　有賀雅

まさ

栄
え

さん（箏）　
　　　　　小澤雅

まさ

美
み ほ

穂さん（箏・三弦）
●申し込み　不要
●費用　無料

宮下済
す み お

雄写真展　信州の桜
（春まち桜花写真）

市内在住で日本写真家協会会員、宮下済雄さんの、信州
で出会った桜の写真約 25 点を展示します。
●期間　3 月 21 日（金）～ 30 日（日）
●時間　午前 9 時～午後 5 時
●期間中の休館日　3 月 24 日（月）
●場所　美術館　南の蔵
●費用　無料（本館展示室は有料）

白馬村・瑞穂　山桜と五竜岳

昨年の演奏会の様子
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市政トピックス

平
成
27
年
5
月
の
新
本
庁
舎
開
庁
に
向
け
て

４
月
か
ら
市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

市
で
は
、
平
成
27
年
5
月
か
ら

の
新
本
庁
舎
で
の
業
務
開
始

に
備
え
、
本
年
4
月
1
日
か
ら
新
組

織
に
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
新
本

庁
舎
移
転
と
組
織
改
編
を
同
時
に
行

う
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
や

行
政
内
部
に
お
い
て
混
乱
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
混
乱
を

緩
和
す
る
た
め
組
織
改
編
を
1
年
前

倒
し
し
て
行
う
も
の
で
す
。

今
回
の
組
織
改
編
に
当
た
っ
て

は
、
総
合
計
画
に
沿
っ
た
施
策
を
確

実
に
実
行
す
る
た
め
、
施
策
の
所
管

の
重
複
化
を
避
け
、
責
任
の
所
在
を

明
確
に
す
る
組
織
の
構
築
を
心
掛
け

ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
あ
る
少
人
数

の
課
を
解
消
し
、
で
き
る
だ
け
大
き

な
く
く
り
の
組
織
に
よ
り
、
柔
軟
な

行
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

①
部
の
再
編

主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
総
務
・
政
策
・
財
政
】
部
門

現
在
の
総
務
部
と
企
画
財
政
部

を
、
総
務
部
（
内
部
管
理
部
門
）、

政
策
部
（
企
画
政
策
部
門
）、
財
政

部
（
財
政
部
門
）
の
3
部
に
再
編
し
、

地
域
主
権
改
革
へ
の
対
応
、
健
全
財

政
の
維
持
、
危
機
管
理
体
制
の
構
築

な
ど
を
目
指
し
ま
す
。

【
地
域
づ
く
り
・
市
民
生
活
】
部
門

現
在
の
市
民
環
境
部
を
市
民
生
活

部
と
し
、
市
民
生
活
に
密
接
に
関
わ

る
環
境
分
野
や
消
費
生
活
相
談
な
ど

に
加
え
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
部
署
と
し
ま
す
。

【
福
祉
・
健
康
】
部
門

現
在
の
健
康
福
祉
部
を
再
編
し
、

高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童
福
祉
な
ど

を
担
当
す
る
福
祉
部
と
、
健
康
づ
く

り
と
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
な

ど
を
担
当
す
る
保
健
医
療
部
を
新
た

に
設
け
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

②
総
合
支
所
を
支
所
と
し
て

　
地
域
づ
く
り
の
拠
点
に

現
在
の
総
合
支
所
を
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
く
「
支
所
」
に
名
称

を
改
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
所
に
地
域

課
を
置
き
ま
す
。

支
所
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
市
民

生
活
に
直
接
関
わ
る
戸
籍
等
の
証
明

発
行
や
福
祉
・
医
療
関
係
な
ど
の
窓

口
業
務
の
ほ
か
、
住
民
組
織
の
活
動

を
支
援
し
な
が
ら
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
支
所
と
地
域
公
民
館
が
一

体
と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
体
制
を
整
え
、
職
員
を
配
置

し
ま
す
。

③
庁
舎
が
変
更
に
な
る
課
等

●
現
在
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
は
地

域
づ
く
り
課
と
し
て
穂
高
庁
舎
に

移
転
し
ま
す
。

●
現
在
の
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

の
業
務
（
農
政
に
関
す
る
こ
と
）

は
農
政
課
（
三
郷
庁
舎
）
に
集
約

し
ま
す
。
た
だ
し
、
営
農
企
画
員

は
支
所
に
常
駐
し
ま
す
。

※
そ
の
他
詳
細
は
、
左
ペ
ー
ジ
の
市

組
織
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
内
行
政
改
革
推
進
室

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０

支所に変更となる総合支所（写真：明科総合支所）

安曇野市組織表（平成 26 年４月１日から）

部等の名称 課等の名称 係等の名称 部等の名称 課等の名称 係等の名称
議会事務局

【堀金】
庶務係

保健医療部

健康推進課【健セ】 健康推進係
議事係 保健予防係

総務部

総務管理課【本庁】 行政担当 健康支援担当
文書法規担当 介護保険課【健セ】 介護保険担当
検査室 認定調査係【穂高】

職員課【本庁】 職員担当 介護予防係
危機管理課【堀金】 危機管理担当 国保年金課【穂高】 国保年金担当

消防防災係

農林部

農政課【三郷】 農業政策係
人権男女共同参画課【本庁】 人権男女共生係 生産振興担当
庁舎建設推進課【本庁】 建設担当 集落支援担当

政策部

政策経営課【県安】 企画担当 マーケティング係
都市交流係 耕地林務課【三郷】 耕地担当

秘書広報課【本庁】 秘書広報担当 林務担当
情報統計課【三郷】 情報政策係

商工観光部

商工労政課【穂高】 商業労政係
統計係 工業振興係

財政部

財政課【県安】 財政担当 産業連携推進係
契約係 観光交流促進課【穂高】 ブランド推進担当

市民税課【豊科】 諸税係 観光交流促進係
市民税担当 拠点維持整備係

資産税課【豊科】 家屋担当

都市建設部

監理課【豊科】 庶務係
土地担当 国県事業推進担当

収納課【豊科】 管理係 管理登記担当
整理担当 建設課【豊科】 建設担当

財産管理課【県安】 管財係 維持担当
施設経営担当 都市計画課【豊科】 計画係
庁舎管理係 都市整備係

市民生活部

地域づくり課【穂高】 まちづくり推進係 公園緑地係
生活安全係 建築住宅課【豊科】 建築景観係
市民相談室 開発調整係

市民課【穂高】 市民担当 住宅係
環境課【穂高】 環境政策係

上下水道部

経営管理課【豊科】 庶務担当
環境保全係 上水道課【豊科】 管理係

廃棄物対策課【穂高】 廃棄物対策担当 工務係
豊科支所地域課【豊科】 地域担当 維持係

市民福祉担当 下水道課【豊科】 維持管理担当
穂高支所地域課【穂高】 地域担当 下水道整備係

市民福祉担当 会計管理者 会計課【県安】 出納係
三郷支所地域課【三郷】 地域担当 審査係

市民福祉担当

教育委員会
事務局
教育部

学校教育課【教事】 教育総務係
堀金支所地域課【堀金】 地域担当 学校庶務担当

市民福祉担当 学校教育係
明科支所地域課【明科】 地域担当 学校給食担当

市民福祉担当 教育指導室

福祉部

長寿社会課【健セ】 福祉政策担当 生涯学習課【教事】 社会教育担当
長寿福祉係 スポーツ推進担当

福祉課【健セ】 障害福祉担当 文化課【教事】 文化振興係
生活支援担当 文化財保護係

子ども支援課【健セ】 児童係 博物館係
保育担当 図書館交流課【み】 図書館交流担当

監査委員事務局【県安】
選挙管理委員会事務局【県安】
農業委員会事務局【三郷】

庁舎略称
【本庁】本庁舎　【県安】県安曇野庁舎　【豊科】豊科庁舎　【穂高】穂高庁舎　
【三郷】三郷庁舎　【堀金】堀金庁舎　【明科】明科庁舎　【健セ】穂高健康支援
センター　【教事】旧明科公民館　【み】穂高交流学習センターみらい
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次
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
で
、
平
日
に

開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
人
を
除
く
▽

国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員
▽
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び

地
方
公
務
員
▽
市
の
附
属
機
関
等
の

公
募
に
よ
る
委
員
▽
市
税
の
滞
納
が

あ
る
人

●
報
酬　

市
が
規
定
す
る
額

●
応
募
方
法　

期
限
ま
で
に
、
申
込
書

と
小
論
文
を
郵
送
・
持
参
・
電
子
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
選
考
方
法　

申
込
書
と
小
論
文
か
ら

選
考
、
後
日
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会
委
員

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
重

要
な
事
項
を
審
議
し
て
い
た
だ
く
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

6
人
以
内

●
任
期　

委
嘱
の
日
（
6
月
25
日
）
か

ら
2
年
間

●
提
出
期
限　

4
月
14
日
（
月
）
必
着

●
小
論
文
テ
ー
マ　
「
私
と
男
女
共
同

参
画
」（
８
０
０
字
以
内
、書
式
自
由
）

※
申
込
書
は
、
人
権
男
女
共
同
参
画
課

と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

豊
科
４
９
３
２
番
地
46

本
庁
舎
内
人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
（
71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

mjinkensonchou@
city.azum

ino.
nagano.jp

食
育
推
進
会
議
委
員

市
食
育
推
進
計
画
の
進
歩
や
食
育
推

進
事
業
な
ど
に
ご
意
見
・
ご
提
言
を
い

た
だ
け
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
（
4
月
1
日
）
か

ら
2
年
間

●
提
出
期
限　

4
月
11
日
（
金
）
必
着

●
小
論
文
テ
ー
マ　
「
食
に
つ
い
て
」

（
８
０
０
字
以
内
、
書
式
自
由
）

※
申
込
書
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
健

康
推
進
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

穂
高
９
１
８
１
番
地

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

　
（
81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

mkenkousuishin@
city.azum

ino.
nagano.jp

博
物
館
協
議
会
委
員

市
の
博
物
館
・
美
術
館
の
事
業
等
に

つ
い
て
協
議
い
た
だ
く
博
物
館
協
議
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

2
人
以
内

●
任
期　

委
嘱
の
日
（
4
月
１
日
）
か

ら
2
年
間

●
提
出
期
限　

3
月
19
日
（
水
）
必
着

●
小
論
文
テ
ー
マ　
「
こ
れ
か
ら
の
博

物
館
・
美
術
館
に
つ
い
て
」（
８
０

０
字
以
内
、
書
式
自
由
）

※
申
込
書
は
、交
流
学
習
セ
ン
タ
ー（
み

ら
い
・
き
ぼ
う
）、
文
化
課
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
７
１
０
２

明
科
中
川
手
２
９
１
４
番
地
１

教
育
委
員
会
文
化
課
文
化
振
興
係

（
62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５
）

mbunka@
city.azum

ino.nagano.jp 

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

中
央
公
民
館
長
の
諮
問
に
応
じ
公
民

館
の
各
種
事
業
の
企
画
、
実
施
を
審
議

い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

5
人
以
内

●
任
期　

委
嘱
の
日
（
４
月
１
日
）
か

ら
2
年
間

●
提
出
期
限　

3
月
20
日
（
木
）
必
着

●
小
論
文
の
テ
ー
マ　
「
公
民
館
の
あ

る
べ
き
姿
」（
８
０
０
字
以
内
、
書

式
自
由
）

※
申
込
書
は
、
各
地
域
公
民
館
窓
口
ま

た
は
社
会
教
育
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
７
１
０
２

　

明
科
中
川
手
２
９
１
４
番
地
１

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
（
62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５
）

mshakaikyouiku@
city.azum

ino.
nagano.jp

4
月
か
ら
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
で
勤

務
す
る
市
職
員
（
非
常
勤
職
員
）
を
募

集
し
ま
す
。

●
雇
用
期
間　

4
月
１
日
～
平
成
27
年

3
月
31
日

●
募
集
人
数　

１
人

●
勤
務
条
件　

原
則
と
し
て
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
15
分

●
募
集
職
種　

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
指

導
員　

●
資
格
な
ど　

普
通
自
動
車
運
転
免
許

●
賃
金
予
定
額　

日
額
６
９
６
０
円

●
申
し
込
み　

3
月
7
日
（
金
）
か
ら

14
日
（
金
）
の
間
に
、
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
社
会
福
祉
課

窓
口
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。（
土
・
日
を
除
く
、
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
15
分
）

※
申
込
書
は
社
会
福
祉
課
、
各
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
課
題　
「
市
役
所
職
員
と
し
て
働
く

上
で
、
大
切
だ
と
思
う
こ
と
」
を
Ａ

4
サ
イ
ズ
の
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
2
枚
以
内
に
ま
と
め
、
申
込
書
と

一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
選
考
方
法　

募
集
締
め
切
り
後
１
週

間
以
内
（
予
定
）
に
、
社
会
福
祉
課

で
面
接
し
ま
す
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

　

穂
高
９
１
８
１
番
地

　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　

社
会
福
祉
課
生
活
保
護
担
当

市
消
防
団
で
は
４
月
か
ら
入
団
し
て

い
た
だ
け
る
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。「
自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち

で
守
り
た
い
！
」
そ
ん
な
思
い
が
あ
れ

ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
あ
な
た
も

地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
員
と
し

て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
入
団
資
格　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
健
康
な
人

●
主
な
活
動
内
容

▽
火
災
等
の
災
害
現
場
活
動

▽
保
育
園
等
で
の
予
防
啓
発
活
動

▽
ポ
ン
プ
操
法
等
行
事
・
訓
練

▽
予
防
広
報
･
警
戒
活
動（
月
2
回
程
）

▽
火
災
予
防
広
報
▽
救
急
啓
発
活
動

●
待
遇

▽
制
服
・
装
備
品
貸
与

▽
公
務
災
害
補
償
、
退
職
報
償
金
制
度

あ
り

市
で
は
、
平
成
26
年
度
の
工
事
費
１

０
０
万
円
未
満
小
規
模
土
木
工
事
受
注

希
望
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
追
加
募
集
の
た
め
25
年
度
登
録
業
者

の
皆
さ
ん
は
、
申
請
不
要
で
す
。

●
登
録
要
件　

次
の
各
号
に
該
当
す
る

事
業
者
▽
契
約
を
締
結
す
る
能
力
を

有
す
る
者
お
よ
び
破
産
者
で
な
い
者

▽
市
建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
者

名
簿（
土
木
）に
登
録
さ
れ
て
い
る
者

※
▽
市
内
に
本
社
を
有
す
る
者
※
▽

履
行
に
あ
た
り
必
要
と
な
る
資
格
、

許
可
等
を
有
す
る
者
▽
自
社
に
お
い

て
施
工
能
力
を
有
す
る
者
（
一
括
下

請
の
禁
止
）
市
内
全
域
施
工
が
可
能

な
者
▽
夜
間
、
緊
急
、
災
害
時
に
出

動
で
き
る
者

※
た
だ
し
、
市
道
除
雪
受
託
者
並
び
に

交
通
安
全
施
設
整
備
業
者
は
こ
の
限

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
登
録
有
効
期
間　

4
月
１
日
～
平
成

29
年
3
月
31
日
ま
で
の
3
年
間

●
申
請
方
法　

26
年
度
市
小
規
模
土
木

工
事
登
録
制
度
要
領
に
基
づ
き
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
同
要
領
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
建
設
課
維
持
担

当
で
入
手
で
き
ま
す
。

●
受
付
期
間　

3
月
3
日
（
月
）
～
17

日
（
月
）
土
・
日
を
除
く
午
前
9
時

～
午
後
5
時

●
提
出
先　

豊
科
総
合
支
所
内
建
設
課

維
持
担
当　

●
選
考
結
果　

3
月
末
ま
で
に
、
郵
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か

募集
集

募職
員（
非
常
勤
職
員
）の
募
集

問
健
社
会
福
祉
課
生
活
保
護
担
当

（

81
・
１
６
２
２ 

81
・
０
７
０
３
）

市
消
防
団
員
の
募
集

問
堀
危
機
管
理
室

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

26
年
度
市
小
規
模
土
木
工
事
受

注
希
望
事
業
者
の
追
加
募
集

問
豊
建
設
課
維
持
担
当

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

日赤社費・寄付金ご協力ありがとうございました

25 年度も皆さまのご協力により多額の社費・寄付金をいただきま
した。皆さまからいただいた資金は、全額日本赤十字社長野県支
部へ納め、災害救護をはじめとする日赤事業に役立てます。
25 年度日赤社費・寄付金納入額　合計 1,392 万 6,740 円
▷豊科地域　361 万 1,250 円▷穂高地域　456 万 470 円▷三郷地域　232
万 6,490 円▷堀金地域　205 万円▷明科地域　134 万 8,530 円▷本庁受付
分　3 万円
問日赤安曇野市地区事務局（健社会福祉課）

（481・0716 681・0703）
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寄附・寄贈のお礼　11/15 ～ 12/11　　【敬称略】

▷新井喜源　恐竜に関する図書 902 冊　市内小中学校および図書館へ
▷（株）読売新聞松本広告社　図書カード１万円分　穂高東中学校・
豊科北中学校へ▷㈱ハーモニック ･ ドライブ・システムズ代表取締役
社長　長井啓　56 万 9,000 円　市内小中学校図書購入費として▷武田
伸城　2 万円　ふるさと寄附▷藤澤廣一　2 万円　ふるさと寄附▷藤井
寛司　2 万円　ふるさと寄附▷立正佼成会松本教会教会長　清永智久
　5 万円　社会福祉のため▷古谷慎一　１万円　ふるさと寄附▷川俣
茂　2 万円　ふるさと寄附▷滝澤隆　3 万円　ふるさと寄附▷野本哲嗣
　１万円　ふるさと寄附▷（一社）松本法人会川手部会部会長　遠藤
晉　図書カード 12 万円分　明科地域の小中学校へ

※
大
雨
の
場
合
は
翌
日
16
日
（
日
）、大

雪
の
場
合
は
次
週
の
22
日
（
土
）
に

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
使
用
薬
剤　

▽
豊
科
・
穂
高
・
堀
金

地
域
は
メ
リ
ー
ネ
コ
り
ん
化
亜
鉛
1

㌫
▽
明
科
地
域
は
ヤ
ソ
ヂ
オ
ン

4
月
か
ら
消
費
税
率
が
8
㌫
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
の
に
伴
い
、
所
得
が
一

定
額
以
下
の
人
の
負
担
を
緩
和
す
る
た

め
、
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
「
臨
時
福

祉
給
付
金
」
の
支
給
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
給
付
対
象
者　

本
年
１
月
１
日
に
市

に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成
26
年
度

分
の
市
民
税
（
均
等
割
）
が
非
課
税

の
人
。
た
だ
し
次
の
場
合
を
除
く
▽

対
象
者
を
扶
養
し
て
い
る
人
が
課
税

さ
れ
て
い
る
場
合
▽
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
人

※
本
年
１
月
１
日
現
在
、
別
の
市
町
村

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
場
合
は
そ

ち
ら
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
民
税
が
課
税
さ
れ
る
か
を
判
定
す

る
た
め
に
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告

が
必
要
で
す
。
収
入
・
所
得
が
な
い

人
で
も
申
告
を
し
て
い
な
い
と
支
給

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
市
・
県
民
税
の
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
給
付
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万

円
。
ま
た
対
象
者
の
う
ち
、
老
齢
基

礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
年

金
等
の
受
給
者
、
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
等
の
受
給
者
は
5

千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

●
申
請
手
続
き　

現
在
準
備
中
で
す
。

決
ま
り
次
第
広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、
発

電
用
施
設
の
立
地
地
域
や
周
辺
地
域
で

行
わ
れ
る
公
共
施
設
の
整
備
や
、
住
民

福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に
対
し
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
市
内

に
は
9
カ
所
の
発
電
用
施
設
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
１
１
４
０
万
円
の
電
源
立

地
地
域
対
策
交
付
金
が
交
付
さ
れ
、
市

内
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
の
た

め
に
活
用
し
ま
し
た
。

市
と
Ｊ
Ａ
各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
で

は
、
野
ね
ず
み
の
一
斉
駆
除
を
行
い
ま

す
。農

耕
地
や
あ
ぜ
の
ね
ず
み
の
穴
な
ど

に
薬
剤
を
仕
掛
け
ま
す
。
子
ど
も
や
ペ

ッ
ト
が
誤
っ
て
口
に
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

3
月
15
日
（
土
）

自動車の登録・検査手続きは
お早めに

毎年、3 月下旬は自動車の検査・
登録申請が多く、窓口が大変混み合
います。車検の手続きはできるだけ 2
月中に、廃車・名義変更等の手続き
は 3 月中旬までに申請してください。
問松本自動車検査登録事務所

（登録）4050・5540・2043
（検査）485・3582

●市県民税	 （随期）
●国民健康保険税	 （９期）
●後期高齢者医療保険料	 （12期）
●介護保険料	 （3月分）
●水道料金	 （豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料	 （穂高･三郷地域）

＝納期限は3月31日（月）＝

3月の納期

し

ら

暮野
ね
ず
み
一
斉
駆
除
を
行
い
ま
す

問
三
農
政
課
集
落
支
援
係

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
に
伴
う

市
県
民
税
の
申
告

問
臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
す
る
こ
と

健
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
担
当

（

81
・
１
６
２
２
㈹ 

81
・
０
７
０
３
）

問
市
・
県
民
税
の
申
告
に
関
す
る
こ
と

豊
市
民
税
課
市
民
税
担
当

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

問
安
企
画
政
策
課
企
画
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

●
日
時　

3
月
21
日
（
金
）

●
場
所　

豊
科
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

再
生
自
転
車
の
販
売

自
転
車
整
備
士
に
よ
り
修
理
、
再
生

さ
れ
た
約
30
台
の
自
転
車
を
抽
選
に
よ

り
販
売
し
ま
す
。

●
時
間　

▽
受
付　

午
前
9
時
～
11
時

▽
抽
選
販
売　

午
前
11
時
～

●
費
用　

防
犯
登
録
・
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
料

金
を
含
め
て
2
～
6
千
円
で
価
格
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
作
り
講
習
会

同
日
、
同
会
場
で
段
ボ
ー
ル
箱
を
使

っ
た
コ
ン
ポ
ス
ト
作
り
の
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
時
間　

午
前
9
時
45
分
～
10
時
45
分

●
申
し
込
み　

3
月
19
日
（
水
）
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
定
員　

約
20
人

明
科
地
域
上
押
野
区
で
は
、
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成

事
業
を
活
用
し
、
区
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
促
進
の
た
め
に
、
必
要
な
備

品
を
整
備
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
事

業
は
、
住
民
が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、
そ
の
健
全
な

発
展
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報
の
た
め
助

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

4
月
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除

申
請
を
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
手
続

き
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
か
の

ぼ
れ
る
最
長
期
間
は
、
2
年
１
カ
月
で

す
。
申
請
書
は
、
松
本
年
金
事
務
所
ま

た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
過

去
10
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
後
納
制

度
が
利
用
で
き
る
期
限
は
平
成
27
年
9

月
30
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
す
で
に
後
納
制
度
を
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
場
合
、
納
付
書
の
使

用
期
限
は
3
月
31
日
ま
で
で
す
。
使
用

期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
か
っ
た
場
合

で
、
4
月
以
降
に
納
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、新
し
い
納
付
書
を
発
行
し
ま
す
。

競売不動産の買い受け 市が認定した特定開発事業

地方裁判所では、不動産競売という手続きを行っています。
不動産競売手続で売りに出される不動産の情報は、物件明細書、

現況調査報告書、評価書の 3 点をセットにして提供しています。3 点
セットは、各裁判所にも据え置かれていますが、「BIT」というホー
ムページから入手することもできます。BIT は現在、不動産競売を
取り扱っているすべての裁判所で導入されています。手続き等ご不
明な点は、裁判所の窓口、または下記 URL よりご確認ください。
▷裁判所ウェブサイト　uhttp://www.courts.go.jp/
▷ BIT について　uhttp://bit.sikkou.jp/
問長野地方裁判所民事部執行係（4026・403・2030）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

対
象
期
間
が
拡
大

問
松
本
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（

32
・
５
８
２
１
）

穂
市
民
課
国
保
年
金
担
当　

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の

年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

問
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（

０
５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０
）

松
本
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（

32
・
５
８
２
１
）

再
生
自
転
車
の
販
売
と

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
作
り
講
習
会

問
穂
廃
棄
物
対
策
課

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助

成
で
備
品
を
整
備

問
明
地
域
支
援
課

（

62
・
３
０
０
１
㈹ 

62
・
４
７
４
７
）

上押野区で整備した
備品（獅子頭、太鼓、
法被など）

　まちづくりの目標像および基本方針に反しない内容
の開発事業として、以下の事業を認定しました。

申請者 有限会社あづみ野宅建
代表取締役 松島 一雄美

認定日 平成26年2月4日
申請場所 穂高柏原4109番1　　ほか6筆
申請の目的 建売住宅（5戸）

申請者 株式会社ホンダカーズ信州
代表取締役社長 横田 広樹

認定日 平成26年2月4日
申請場所 豊科南穂高752番3　ほか6筆
申請の目的 自動車小売業、自動車整備業
問豊建築住宅課開発調整係
　472・3111㈹ 672・3569

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の
２
月
19
日
発
行（
181
号
）

○
7
ペ
ー
ジ「
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
」

【
誤
】
皆
伐
後
の
植
林
の
様
子
（
明
科
・
宮

中
区
）【
正
】
被
害
木
を
燃
料
に
す
る
薪
ボ

イ
ラ
ー
（
長
峰
山
・
天
平
の
森
）

○
32
ペ
ー
ジ「
髙
橋
典
彥
さ
ん
の
地
区
」

【
誤
】巾
下【
正
】巾
上

「
三
郷
地
域
」

【
誤
】大
久 

保
薫【
正
】大
久
保 

薫

○
34
ペ
ー
ジ「
3
月
9
日
の
休
日
当
番
医
」

【
誤
】中
島
歯
科
医
院

【
正
】中
萱
医
院

77
・
２
１
３
０［
三
郷
］

○
36
ペ
ー
ジ「
2
月
1
日
現
在
の
男
性
人
口
の

増
減
」【
誤
】－
18【
正
】＋
18

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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■会員特典　▷入館料が無料　▷グッ
ズ割引　▷友の会事業への参加など

■年会費　▷個人会員 3,000 円　▷家
族会員 5,000 円

■会員特典　▷常設展、特別展の観覧
が無料　▷美術館および友の会の各
種活動への参加（絵画部、読書会、
バラ研究会、ボランティア、研修旅行、
音楽会、ワークショップなど）　▷「友
の会会報」の無料配布　▷友の会、
美術館事業の定期的な情報提供

■年会費　▷個人会員 3,000 円　▷家
族会員 5,000 円

■会員特典　▷常設・企画展の観覧が
無料　▷グッズ割引　▷友の会・美術
館広報の無料配布　▷音楽会・研修
旅行など友の会主催の催し物への優
先的な参加

■年会費　▷一般会員 2,000 円  ▷家
族会員１人 1,000 円　▷賛助会員　
１口２万円

■会員特典　▷入館料が無料　▷文学
館、友の会主催の講演会・研修会等
への案内および刊行物配布　▷会員
同伴者は１人のみ入館料割引

■年会費　一般会員（個人）2,000 円

■会員特典　▷入館料が無料　▷友の
会事業（研修旅行など）への参加

■年会費　１部会 1,000 円
◎講座を開催する部会　▷押絵部　毎

月第１土曜　▷植物画部　毎月第２･
４水曜　▷刺しゅう部　毎月第１・３
火曜　▷絵手紙部　毎月第１・３火曜
▷郷土史部　毎月第４土曜

※開催日が変更になる場合があります。
◎展覧会を開催する部会　▷美術部　

▷書道部  ▷写真部　▷押絵部  ▷水
墨画部　▷植物画部　▷絵手紙部

◎自然と遊ぶ・学ぶ部　▷山草部（展示
会・苗交換・栽培講習会などの活動）
▷サクラソウ部（展示会・苗交換・栽
培講習会などの活動）　▷自然部（自
然探訪会などの活動）

◎郷土の歴史・文化を学ぶ部　▷郷土
史部（古文書講座・歴史散策などの活
動）

安曇野髙橋節郎記念美術館
申問美術館友の会事務局
481・3030 682・0551

豊科郷土博物館
申問豊科郷土博物館
472・5672 672・7772

臼井吉見文学館
申問臼井吉見文学館
4672･6743

田淵行男記念館
申問田淵行男記念館
472･9964 688･2010

豊科近代美術館
申問豊科近代美術館
473･5638 673･6320

豊 教育委員会事務局（旧明科公民館内）教

さまざまな地域課題解決の活動につ
なげていただくため、「まちづくりフォ
ーラム」を開催します。安全・安心な
地域づくりを目指して、私たちができ
る取り組みについて考えます。
日３月 15 日（土）13：00 ～ 15：30
場堀金総合体育館　サブアリーナ
内▷「協働のまちづくり推進基本方針

及び協働のまちづくり推進行動計画」
の概要説明

▷講演「絵に描いた計画にしないため
に　～各々ができること～」講師　
福島明美さん（松本大学地域づくり
考房「ゆめ」専任講師）

▷パネルディスカッション　「協働はみ
んなが主役のまちづくり　～地域課
題を解決するには～」

費無料
申不要

日３月 22 日（土）11：00 ～ 12：00
場明科子どもと大人の交流学習施設「ひ

まわり」ハーモニーホール
対小中学生、一般。幼児は保護者と一

緒に参加してください。父母または
祖父母の皆さんも是非参加してくだ
さい。

内出演　▷おはなしカーニバル▷ひばり
の会▷四つ葉のクローバーの皆さん

定 60 人前後
費無料
申不要

今回は、1983 年に講談社から出版
された「山の絵本　安曇野の蝶」より、
蝶の細密画を約 20 点展示します。写
真と見間違うほどの細かな描写、筆遣
いをぜひご覧ください。
期３月 11 日（火）～６月 29 日（日）
場田淵行男記念館 1 階展示室
時９：00 ～ 17：00
費高校生以上　300 円、団体（20 人

以上）1 人 200 円
休館日　月曜日（ただし、５月５日は

開館）・祝日の翌日（ただし、３月
22 日、５月４・５・６日は開館）

臼井吉見文学館友の会は、臼井吉見
文学館と共催して春の講演会を開きま
す。
日３月 23 日（日）13：30 ～ 15：00
場堀金公民館講堂
講柏原成光さん（元筑摩書房社長）
演題　「友　臼井吉見と古田晁と」―臼

井先生から何を学ぶか
内作家、評論家、編集者、教育者と幅

広く活躍した臼井吉見さんと直に接
した体験を基に、業績やエピソード
などを語っていただきます。

料無料
申不要

自然を愛する心を育
はぐく

むことを目的と
した、子ども自然観察教室「むしの会」。

田淵行男が好んだ安曇野の蝶や植物
などについて学びます。野外に出て自
然に接してみませんか。
費１家族 5,000 円
対おおむね小学３年生～中学生とその

保護者
※参加者は、当館友の会の家族会員と

しても登録されます。
申３月 30 日（日）までにお申し込み

ください。
※年度途中での入会もできます。

市が想定している地震や風水害、災
害への備えと災害時の対応などを紹介
します。
期３月 13 日（木）～４月 20 日（日）
休館日　月曜日
時 9：00 ～ 21：30
場穂高交流学習センター「みらい」

展示ギャラリー
費無料

松本市野溝町防災会講演会
住民による自主防災活動の先進事例

として注目される、松本市野溝町防災
会による災害時初動体制整備の取り組
みについての小講演会を開催します。
日３月 22 日（日）11：00 ～ 11：45
講田中忠弘さん（野溝町防災会）ほか
場穂高交流学習センター「みらい」

展示ギャラリー
費無料　
申不要

田淵行男細密画展
「山の絵本　安曇野の蝶」より
問田淵行男記念館
472･9964 688･2010

臼井吉見文学館友の会
春の講演会

問臼井吉見文学館
4672･6743

子ども自然観察教室「むしの会」
新規会員の募集

問田淵行男記念館
472･9964 688･2010

防災を考える展
問穂高交流学習センター「みらい」
481･3111 682･0966

まちづくりフォーラム
問安まちづくり推進課
471・2000 ㈹ 671・5000

明科図書館
やよい　３月　おはなし会

問明科図書館
462・1122 662・1124

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

Information Box

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順）　資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
服服装　問問い合せ

催し

昨年度の自然観察会の様子

オオルリシジミ
1949 年

柏原成光さん

市内の各施設 友の会　会員の募集
※お申し込み、問い合わせは各施設へ

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
１
日
に
軽
自

動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人
に
そ
の

年
度
１
年
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

車
両
を
所
有
し
な
く
な
っ
た
日
か
ら
30

日
以
内
に
申
告
を
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

25
年
度
中
に
車
両
を
他
人
に
譲
っ

た
・
解
体
し
た
場
合
な
ど
で
、
ま
だ
名

義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
人
は
、
次
の
場
所
で
至
急
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を
し

な
い
と
、
実
際
に
は
軽
自
動
車
な
ど
を

所
有
し
て
い
な
い
の
に
、
納
税
義
務
者

と
し
て
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
が

お
手
元
に
届
い
て
し
ま
い
ま
す
。

な
お
、
手
続
き
の
場
所
は
、
車
種
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
豊
市
民
税
課
諸
税
係

（
72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

軽
自
動
車
な
ど
の
名
義
変
更
と
廃
車
の
手
続
き

早
め
の
確
認
！　

早
め
の
手
続
き
を
！

名義変更や廃車の手続き
—車種ごとの手続き場所—

●手続き場所
市役所各総合支所地域支援課

●持ち物　標識（ナンバープレート）、
印鑑、車台番号のわかるもの（廃車手続
きのみの場合は不要）

原動機付自転車（125cc以下）
小型特殊自動車（農耕用作業車も含む）

●手続き場所　
　軽自動車協会松本出張所（458･3220）
●持ち物　お問い合わせください。

軽二輪（126cc 以上 250cc 以下）

●手続き場所　
　長野運輸支局松本自動車検査登録事務所
　（4050･5540･2043）
●持ち物　お問い合わせください。

二輪の小型自動車（251cc 以上）

●手続き場所　
　軽自動車検査協会長野事務所松本支所
　（458･4055）
●持ち物　お問い合わせください。

軽三輪・軽四輪
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さまざまな遊びや自然体験、そして
出会いを通じて親と子が絆を深め仲間
との交流を図る「ひまわりクラブ」に
参加しませんか。
期 4 月～ 27 年 3 月
時 10：00 ～ 13：00 ころ
対入園前の幼児（満１歳以上）とその

保護者
費子ども１人につき年額 1,500 円（予

定）
内 6 組程度の親子で班を作り、週１回
（水・木・金のいずれか）の班活動を
します。活動内容は保護者の皆さん
のアイデアで班ごとに決めます。全
体で行うクリスマス会などの行事も
予定しています。

申三郷公民館窓口に設置してある申込
用紙を 4 月 7 日（月）までに提出し
てください。

事前説明会
日 3 月 20 日（木）10：00 ～
場三郷公民館　第２・３会議室

開講式
日 4 月 18 日（金）10：00 ～
場三郷公民館　講堂

今年の秋に、見事な大輪菊を咲かせ
てみませんか。初心者から経験者まで
どなたでも気軽にお申し込みください。
日全６回　▷第１回  4 月 27 日（日）

▷第２回　6 月上旬　▷第３回　7
月上旬　▷第４回　8 月上旬　▷第
５回　8 月下旬　▷第６回　10 月上
旬※詳細は、講座受講生に改めてお
知らせします。

時いずれも 9：30 ～ 11：30
場豊科公民館ほか
講鈴木輝彦さん
定 25 人（先着順）
内▷培養土の作り方、さし芽、大菊 3

本仕立て、開花後の輪台取り付けな
ど、菊作り全般▷光菊花クラブへの
現地研修

費 1,200 円（受講料）、1,200 円（苗代）
※鉢や支柱など、必要なものは、各自で

用意してください。
申４月11日（金）までに、電話または豊

科公民館窓口へお申し込みください。

平成 26 年度の豊科公民館ホール（劇
場）の予約を受け付けます。 
期 4 月 1 日（火）～ 7 月 31 日（木）
申豊科公民館窓口または電話で受け付

けます。
※ホール以外の会議室の予約受け付け

は、使用日の前月の 1 日からです。
※ 8 月 1 日（金）以降は豊科公民館会

議室・ホール（劇場）の改修準備お
よび改修工事が行われるため、貸出
は行いません。

全身像を制作し、人物の立体表現や
造形力を養う、中・上級者向けの講座
です。
日 3 月 21日（金）～ 29 日（土）いずれ

も 9：00 ～ 17：00
※26日（水）は休館日のため、行いません。
内モデル制作 5 日・石膏取り 3 日　全

8 日間
講中山邦彦さん
料 6,000 円（モデル代含む）
定 10 人
場碌山公園研成ホール　研修室Ⅱ

司法書士による登記・法律無料相談
所を開設します。

相談内容の秘密は厳守します。
内▷土地や建物の相続・贈与・売買な

どの不動産の権利の登記▷会社・法
人などの設立・変更・解散などの登
記▷裁判所への提言書類の作成など、
関連するさまざまな相談

日３月 19 日（水）９：00 ～正午、
13：00 ～ 16：00

場豊科公民館２階　小会議室
定 12 人（先着順）
申３月 12 日（水）９：00 から電話で

予約を受け付けます。

家庭教育講座
「ひまわりクラブ」参加者の募集
問三郷公民館
477･2109 676･3077

研成ホール美術講座
彫塑制作Ⅲ

問碌山公園研成ホール
4682・0769

豊科公民館教養講座
楽しい菊作り講座

問豊科公民館
472･2158 673･6401

司法書士による
登記・法律無料相談

問本総務課庶務係
471・2000 ㈹ 671・5155豊科公民館

ホール（劇場）の予約受付
問豊科公民館
472･2158 673･6401

各種情報 日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー
名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

安曇野赤十字病院
公開講座
“脳卒中について”

講演「脳卒中と運動」
宮嶋武さん（安曇野赤十字病院リハ
ビリテーション科課長、理学療法士）

講演「脳卒中について～予防から治療、
在宅まで～」
宮武正樹さん（安曇野赤十字病院第
一脳神経外科部長、医師）

時：3 月 15 日（土）
13：30 ～ 15：30

場：穂高交流学習セ
ンター「みらい」
多目的交流ホール

定：200 人
　（先着順）

費：無料

申：不要
問：安曇野赤十字病院
　経営企画課
　（472・3170）

班活動で行った魚釣りゲーム

相談

豊 教育委員会事務局（旧明科公民館内）教本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

Information Box

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順）　資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
服服装　問問い合せ

募集

素朴で温かみがある、世界で一つだ
けの「ひな人形」を陶芸で作りましょう。
日３月 29 日（土）

9：00 ～（２～３時間程度）
場穂高陶芸会館
講嶋田好

よしたか

貴さん
対中学生以下の子どもとその保護者
定 30 人程度（先着順）
費大人 1,000 円、子ども 800 円（材

料費込み）
申３月 12 日（水）から、穂高陶芸会

館へ電話かファクスでお申し込みく
ださい。（毎週月曜日は休館）

その他　作品は、約１カ月後に焼き上
がりますので、受け取りに来てくだ
さい。

※穂高陶芸会館は冬期休館を終え、３
月１日から再開しています。

子どもは遊具での遊びを通して生活
の上で必要な能力を養い、心や身体を
発達させていきますが、遊具の間違っ
た使い方や遊び方によっては事故につ
ながります。

保護者は「目・声・手」が届く位置
で遊ぶ子どもの見守りをお願いします。

わさびの花芽の調理体験会を行いま
す。
対市内在住者
日 3 月 27 日（木）10：30 ～正午
場自然体験交流センター「せせらぎ」

ホール・学習室
費 300 円（材料費）
持前掛け・頭きん（手ぬぐい）・レジ袋

小（持ち帰り用）
定 30 人
申 3 月 20 日（木）までに、電話、フ

ァクスまたは来館にてお申し込みく
ださい。（受付時間は 10：00 ～ 16：
00、毎週月曜日定休）

自家野菜の栽培を通じて農業に対す
る理解を深めていただくため、三郷地
域の市民農園利用者を募集します。
場▷中萱農園１区画▷小原農園１区画
※一日市場農園の募集はありません。
期４月の契約日から 27 年３月末日（５

年を超えない範囲で延長ができま
す。）

内農園面積　１区画 36 平方㍍（約 11
坪）

費１区画年額 1,000 円
対市内に住所を有する人
申 3 月 20 日（木）までに電話でお申

し込みください。（申し込みが多数の
場合は抽選）

その他　▷１人最大 3 区画まで。▷継
続利用者で 3 区画未満の人が応募の
場合、契約期間は既契約に合わせま
す。▷同一世帯で代表一人に限りま
す。▷農具は各自で用意してくださ
い。

26 年度のセミナーの受講生を募集し
ます。このセミナーは、作物を育てる
ことや、食べることの喜びと楽しみを
感じていただくため、野菜作りや加工
を体験します。
対農業を体験してみたい人
定 30 人程度（先着順）
期５月から翌年３月の月１回（日・祝日）
場三郷やすらぎ空間施設内農場（三郷

住吉神社西）
内▷ジャガイモ、ネギ、大豆、こんに

ゃく芋などの栽培▷そば打ち、こん
にゃく、豆腐、味噌作りなどの加工
体験

費 1,000 円（加工体験は別途費用が必
要です）

申３月 11 日（火）から４月４日（金）
の間に、㈱農家ふるや（476・0188 
676・0177）に、電話かファクスで
住所・氏名・連絡先をお知らせくだ
さい。（受付時間は、月曜を除く９：
00 ～ 17：00）

市では、市民農園を開設しています。
自家野菜の栽培を通して農業を始めて
みませんか。
場▷新田農園　3 区画▷下鳥羽農園　

２区画▷熊倉農園　１区画▷下飯田
農園　３区画

期４月１日から平成 27 年３月 31 日ま
で（５年を超えない範囲で延長がで
きます。）

費▷新田農園・下鳥羽農園
　1 区画 50 平方㍍　2,000 円

▷熊倉農園・下飯田農園
　1 区画 30 平方㍍　1,200 円
対市内に住所を有する人
申３月 10 日（月）から 14 日（金）ま

での間に、住所・氏名・電話番号・
希望する農園を電話でお申し込みく
ださい。（申し込みが多数の場合は抽
選）

自然体験交流センター「せせらぎ」
わさびの花芽の調理体験会

問自然体験交流センター「せせらぎ」
4662・6667

三郷地域市民農園利用者の募集
問三産業建設課地域振興担当
477・3111 ㈹ 677・6060

三郷やすらぎ農場ふれあいセミナー
参加者の募集

問三農政課集落支援係
477・3111 ㈹ 677・6060

春の親子陶芸教室
ひな人形づくり

問穂高陶芸会館
4682･6750

公園では子どもの見守りを
問豊都市計画課公園緑地係
472・3111 ㈹ 672・3569

豊科地域市民農園利用者の募集
問豊産業建設課地域振興担当
472・3111 ㈹ 672・8340
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★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（ 34・2515）まで
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

場所 申し込み先 日時 骨　定員 歯科　定員
堀金保健センター 473・5770 ５月９日（金）午前　　　 60 人 48 人
明科保健センター 481・2251 ９日（金）午後　　　 50 人 24 人

穂高保健センター 481・0711
12 日（月）午前・午後 100 人 72 人
13 日（火）午前・午後 100 人 72 人

三郷保健センター 477・9111 14 日（水）午前　　　 70 人 48 人

豊科保健センター 472・9970
15 日（木）午前・午後 90 人 48 人
16 日（金）午前・午後 90 人 48 人

豊科保健センター
※歯科検診のみ

481・0726
（健康推進課） 17 日（土）午後　　　 24 人

●検診日程と検診定員数　※定員になり次第、締め切りますのでお早めにお申し込みください。

骨
・
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市
で
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、
骨
粗
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に
骨
・
歯
科
検
診
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
自
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の
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体
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。


